
16

［
シ
リ
ー
ズ
／
比
較
民
話
］

（
四
）
踊
る
骸
骨
／
歌
う
骨

高　

木　

昌　

史

序

善
良
な
人
物
が
嫉
妬
心
や
金
銭
欲
に
駆
ら
れ
た
仲
間
（
兄
弟
）
に

殺
さ
れ
る
が
、
年
月
が
経
過
し
、
最
後
に
彼
の
骨
が
犯
罪
を
暴
く
昔

話
「
歌
う
骨（（
（

」
は
、
一
度
聴
い
た
ら
（
読
ん
だ
ら
）
忘
れ
ら
れ
な
い

独
特
な
印
象
深
さ
を
持
っ
て
い
る
。
国
際
基
準
で
あ
る
ア
ー
ル
ネ
／

ト
ン
プ
ソ
ン
の
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』A

arne/ T
hom

pson: T
he 

T
ypes of the Folktale

（
（
（

（
以
下
、
A
T
と
も
略
記
）
は
こ
の
「
歌

う
骨
」T

he Singing B
one

を
「
本
格
昔
話
」
B
「
宗
教
的
物
語
」

七
八
〇
番
に
分
類
し
、
そ
の
伝
承
地
域
と
し
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、

エ
ス
ト
ニ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
デ
ン
マ
ー
ク
等
の
バ
ル
ト
海
沿
岸

（
北
欧
）、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
ギ
リ
ス
等
の
島

国
、
ま
た
西
欧
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
南
欧
イ
タ
リ

ア
、
ス
ペ
イ
ン
そ
し
て
東
欧
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
チ
ェ

コ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
等
、
要
す
る
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
の

他
、
東
洋
で
は
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
、
日
本
等
、
ま
た
北
米
と
中
南

米
、
さ
ら
に
ア
フ
リ
カ
を
挙
げ
て
い
る（（
（

。

ま
さ
し
く
全
世
界
的
な
分
布
を
示
す
昔
話
「
歌
う
骨
」
の
魅
力

は
、
恐
ら
く
、
死
後
も
な
お
人
間
の
か
た
ち
を
久
し
く
留
め
る
骨
の

持
久
力
お
よ
び
一
種
謎
め
い
た
そ
の
特
性
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
実
際
、
骨
は
物
語
の
中
で
、
生
（
こ
の
世
）
と

死
（
あ
の
世
）
を
連
絡
す
る
重
要
な
役
割
を
演
じ
、
聴
き
手
（
読

者
）
は
、
骨
に
導
か
れ
て
、
不
可
思
議
な
世
界
へ
誘
い
込
ま
れ
て
ゆ
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く
。本

稿
で
は
、「
歌
う
骨
」
タ
イ
プ
の
類
話
を
幾
つ
か
読
み
な
が
ら
、

骨
の
神
秘
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
テ
ク
ス
ト
と
し
て
、
グ
リ
ム

兄
弟
編
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』B

rüder G
rim

m
: K

inder- 
und H

ausm
ärchen

（
以
下
、
K
H
M
と
も
略
記
）
二
八
番
「
歌

う
骨（（
（

」
と
日
本
昔
話
「
踊
る
骸
骨
（
（
（

」
を
東
西
の
両
極
に
据
え
、
地
理

的
な
中
間
地
点
で
あ
る
イ
ン
ド
と
イ
タ
リ
ア
・
シ
チ
リ
ア
島
の
民
話

を
取
り
上
げ
る
。
続
い
て
、
骨
に
関
す
る
神
話
・
伝
承
を
数
篇
覗
い

た
あ
と
、
ふ
た
た
び
K
H
M
の
四
七
番
「
ね
ず
の
木
の
話
」
を
読
み

な
が
ら
、
骨
の
民
間
信
仰
、
と
り
わ
け
、
骨
と
輪
廻
転
生
の
思
想
と

の
関
わ
り
を
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
一
章　
「
歌
う
骨
」（
ド
イ
ツ
／
日
本
）

初
め
に
、
西
欧
ド
イ
ツ
と
日
本
の
「
歌
う
骨
」
類
話
を
幾
つ
か
紹

介
す
る
。
前
述
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
K
H
M

二
八
番
「
歌
う
骨
」D

er singende K
nochen

は
次
の
よ
う
な
内

容
で
あ
る
（
要
約
）。

一
A　
「
歌
う
骨
」（
ド
イ
ツ
）

昔
々
、
あ
る
国
で
猪
が
暴
れ
困
っ
て
い
た
。
畑
を
荒
ら
し
、
家
畜

を
殺
し
、
牙
で
人
間
を
襲
っ
た
。

王
様
は
大
き
な
褒
美
を
約
束
し
た
が
、
猪
は
大
き
く
強
く
、
誰
も

森
に
近
づ
け
な
か
っ
た
。
王
様
は
遂
に
猪
を
退
治
し
た
者
に
一
人
娘

を
妻
に
や
る
と
布
告
し
た
。

こ
の
国
に
二
人
の
兄
弟
が
住
ん
で
い
た
。
貧
し
い
男
の
息
子
た
ち

で
、
猪
退
治
を
引
き
受
け
る
と
申
し
出
た
。
兄
は
狡
猾
で
高
慢
心
か

ら
、
弟
は
無
邪
気
で
善
良
な
気
持
か
ら
そ
れ
を
申
し
出
た
。
獣
を
見

つ
け
る
に
は
各
自
反
対
側
か
ら
森
に
入
る
が
よ
い
、
と
王
様
が
言

い
、
兄
は
日
の
沈
む
方
角
、
弟
は
日
の
出
る
方
角
か
ら
出
発
し
た
。

弟
が
し
ば
ら
く
行
く
と
、
小
人
が
出
て
来
て
、
お
前
の
心
は
邪
気
が

な
く
善
良
だ
か
ら
と
言
っ
て
黒
い
槍
を
く
れ
た
。
弟
は
小
人
に
礼
を

言
い
、
槍
を
担
い
で
行
く
と
、
猪
が
突
進
し
て
来
た
。
彼
は
槍
で
怪

物
を
退
治
し
、
そ
れ
を
肩
に
担
い
で
家
路
に
就
い
た
。

森
の
反
対
側
に
出
る
と
、
一
軒
の
家
が
あ
り
、
人
々
が
踊
っ
た
り

ワ
イ
ン
を
飲
ん
だ
り
し
て
い
た
。
そ
こ
で
景
気
づ
け
に
一
杯
飲
ん
で

い
た
兄
は
、
弟
が
獲
物
を
担
い
で
森
か
ら
出
て
来
た
の
を
見
て
、
嫉

妬
心
と
悪
心
が
湧
き
、
弟
に
一
杯
や
っ
て
休
む
よ
う
に
言
っ
た
。
兄
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は
夜
ま
で
弟
を
引
き
留
め
、
一
緒
に
出
掛
け
た
。
暗
闇
の
中
、
小
川

の
橋
を
渡
る
時
、
兄
は
弟
を
先
に
行
か
せ
、
背
後
か
ら
突
き
落
と
し

て
殺
し
た
。
弟
を
橋
の
下
に
埋
め
、
兄
は
猪
を
王
様
の
と
こ
ろ
へ
担

い
で
行
き
、
自
分
が
仕
留
め
た
と
申
し
出
て
王
女
を
妻
に
し
、
弟
は

猪
に
引
き
裂
か
れ
た
に
ち
が
い
な
い
と
語
っ
た
。

神
の
前
で
は
何
事
も
隠
し
通
す
こ
と
は
出
来
ず
、
犯
行
は
明
る
み

に
出
る
こ
と
に
な
る
。
年
月
が
経
過
し
、
一
人
の
羊
飼
い
が
群
れ
を

追
っ
て
橋
を
渡
っ
た
と
き
、
下
の
砂
の
中
に
白
い
骨
を
発
見
し
た
。

そ
れ
で
角
笛
の
歌
口
を
作
っ
て
吹
く
と
、
骨
が
独
り
で
歌
い
出
し

た
。「
あ
あ
、
羊
を
飼
う
お
方
、
／
あ
な
た
は
私
の
骨
を
吹
く
、
／

私
の
兄
は
私
を
殺
し
、
／
橋
の
下
に
埋
め
ま
し
た
、
／
…
…
」

羊
飼
い
が
不
思
議
な
角
笛
だ
と
思
い
、
王
様
の
と
こ
ろ
へ
そ
れ
を

持
っ
て
行
く
と
、
角
笛
は
同
じ
歌
を
歌
っ
た
。
王
様
は
事
の
成
り
行

き
を
察
知
し
、
橋
の
下
の
地
面
を
掘
ら
せ
た
。
す
る
と
骸
骨
が
出

た
。
悪
い
兄
は
袋
に
縫
い
込
ま
れ
、
生
き
な
が
ら
水
に
沈
め
ら
れ

た
。
殺
害
さ
れ
た
弟
の
遺
骨
は
教
会
墓
地
に
安
置
さ
れ
た（（
（

。

一
八
一
二
年
の
初
版
以
来
、
K
H
M
二
八
番
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
歌
う
骨
」
は
、
カ
ッ
セ
ル
（
ニ
ー
ダ
ー
ヘ
ッ
セ
ン
）
出
身
の
ド
ル

ト
ヒ
ェ
ン
・
ヴ
ィ
ル
ト
か
ら
、
同
年
一
月
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
グ
リ

ム
が
聞
き
書
き
し
た
も
の
で
、
初
版
の
三
人
兄
弟
は
、
第
二
版
（
一

八
一
九
年
）
以
降
、
二
人
兄
弟
に
書
き
改
め
ら
れ
た
（
H
・
レ
レ
ケ

注
（
（
（

）。第
三
版
第
三
巻
の
グ
リ
ム
の
「
原
註
」O

riginalanm
erkungen

（
一
八
五
六
年
）
に
は
、
本
話
以
外
に
五
篇
の
類
話
と
古
い
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
歌
謡
が
紹
介
さ
れ
て
い
る（（
（

。
後
者
で
は
、「
溺
死
さ
せ
ら

れ
た
妹
の
胸
骨
か
ら
竪
琴
弾
き
が
竪
琴
を
作
る
。
す
る
と
、
そ
れ
が

独
り
で
演
奏
を
始
め
、
罪
を
犯
し
た
（
殺
し
た
）
姉
に
禍
あ
れ
と
叫

ぶ
」（
ス
コ
ッ
ト
『
吟
遊
詩
人
の
歌（（
（

』）。「
原
註
」
は
他
に
、
フ
ェ

ロ
ー
諸
島
（
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
の
中
間
に
位
置
）
の
歌
謡

―
そ
こ
で
は
竪
琴
の
弦
が
殺
害
さ
れ
た
女
性
の
毛
髪
か
ら
作
ら
れ
る

―
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
民
謡
、
そ
し
て
セ
ル
ビ
ア
の
昔
話
―
ニ
ワ
ト
コ

か
ら
作
ら
れ
た
フ
ル
ー
ト
が
秘
密
を
告
げ
る
―
、
最
後
に
、
南
ア
フ

リ
カ
・
ボ
ツ
ワ
ナ
の
昔
話
を
類
話
と
し
て
挙
げ
て
い
る（（1
（

。

ド
イ
ツ
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
地
域
の
「
歌
う
骨
」
ば
か
り
で
は

な
く
、
南
ア
フ
リ
カ
に
ま
で
グ
リ
ム
兄
弟
の
視
界
が
及
ん
で
い
る
こ

と
に
あ
ら
た
め
て
驚
か
さ
れ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
犯
罪
（
殺

人
）
を
暴
く
の
が
、
人
間
の
身
体
の
一
部
（
骨
／
毛
髪
）
か
ら
作
ら

れ
た
楽
器
（
角
笛
／
竪
琴
／
フ
ル
ー
ト
）
で
あ
る
こ
と
だ
。
身
体
と

楽
器
の
内
密
な
関
係
が
、
真
実
を
暴
露
す
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
の
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で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
歌
う
骨
」
は
わ
が
国
に
も
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
い

わ
ゆ
る
「
歌
い
骸
骨
」
タ
イ
プ（（1
（

が
そ
れ
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
先

ず
、
稲
田
浩
二
編
『
日
本
の
昔
話
』（
上
）
か
ら
有
名
な
「
踊
る
骸

骨
」
を
紹
介
し
た
い
（
要
約
）。

一
B
・
1　
「
踊
る
骸
骨
」（
日
本
／
新
潟
県
長
岡
市
）

　

昔
、
山
方
［
や
ま
が
た
］
の
村
に
六
べ
え
と
七
べ
え
の
仲
良
し

が
い
た
。
二
人
は
仕
事
を
求
め
て
里
方
へ
旅
稼
ぎ
に
出
掛
け
た
。

三
年
間
働
き
、
真
面
目
な
六
べ
え
は
金
を
貯
め
、
怠
け
た
七
べ
え

は
土
産
も
買
え
な
か
っ
た
。
六
べ
え
が
そ
の
分
ま
で
買
っ
て
山
の

村
へ
帰
る
途
中
、
谷
に
架
か
る
一
本
橋
に
来
た
。
六
べ
え
が
七
べ

え
に
先
に
渡
る
よ
う
に
言
う
と
、
後
者
は
、
金
も
荷
物
も
持
っ
て

や
る
か
ら
お
前
が
先
に
渡
れ
と
言
っ
た
。
素
直
な
六
べ
え
が
金
と

荷
物
を
七
べ
え
に
預
け
、
橋
の
中
ほ
ど
に
行
く
と
、
七
べ
え
は
六

べ
え
を
橋
か
ら
突
き
落
と
し
た
。
六
べ
え
は
深
い
谷
底
に
落
ち
死

ん
だ
。
七
べ
え
は
六
べ
え
の
金
と
荷
物
を
盗
み
村
へ
帰
り
、
六
べ

え
は
旅
の
帰
り
に
一
本
橋
か
ら
落
ち
て
死
ん
だ
と
語
っ
た
。

　

こ
う
し
て
一
年
、
村
に
い
た
七
べ
え
は
盗
ん
だ
金
を
使
い
果
た

し
、
ふ
た
た
び
里
へ
働
き
に
出
た
。
一
本
橋
に
来
る
と
、
ガ
ッ

タ
、
ガ
ッ
タ
、
ガ
ッ
タ
、
ガ
ッ
タ
と
音
が
し
て
、
後
ろ
を
見
る

と
、
真
っ
白
い
骸
骨
が
、
七
べ
え
と
呼
ぶ
。
気
味
が
悪
く
逃
げ
よ

う
と
す
る
と
、
骸
骨
は
、
お
ら
は
六
べ
え
だ
、
お
れ
を
一
緒
に
連

れ
て
行
っ
て
く
れ
た
ら
金
儲
け
を
さ
せ
て
や
る
。
骸
骨
姿
で
踊
る

か
ら
見
世
物
に
し
て
金
を
取
れ
、
と
言
う
。
七
べ
え
は
喜
ん
で
六

べ
え
の
骨
を
た
た
み
風
呂
敷
に
包
ん
で
稼
ぎ
に
出
掛
け
た
。
踊
る

骸
骨
が
珍
し
く
、
皆
は
金
を
出
し
て
そ
れ
を
見
た
。
七
べ
え
は
、

今
度
は
、
自
分
の
村
で
骸
骨
踊
り
を
見
せ
た
。
す
る
と
骸
骨
が
、

お
ら
は
七
べ
え
に
殺
さ
れ
た
六
べ
え
だ
、
七
べ
え
に
一
本
橋
で
谷

底
へ
突
き
落
さ
れ
、
金
も
荷
物
も
盗
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
真
実

を
語
っ
た
。
村
の
衆
は
怒
っ
て
七
べ
え
を
殺
し
た
。
い
き
が
ポ
ン

と
さ
け
た（（1
（

。

グ
リ
ム
童
話
「
歌
う
骨
」（
K
H
M
二
八
）
の
よ
う
に
楽
器
（
角

笛
）
と
い
う
媒
体
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
殺
さ
れ
た
人
物
（
六
べ

え
）
の
骸
骨
が
、
闇
に
葬
ら
れ
た
犯
罪
（
殺
人
）
を
世
人
に
暴
露

し
、
犯
人
（
七
べ
え
）
は
、「
歌
う
骨
」
の
兄
同
様
、
処
刑
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
歌
に
代
わ
っ
て
、
踊
り
が
復
讐
の
手
段
と
な
る
。
そ
し

て
骨
／
骸
骨
自
身
が
真
実
を
明
る
み
に
も
た
ら
す
。
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日
本
版
「
歌
う
骨
」
に
は
も
う
一
つ
の
タ
イ
プ
と
し
て
「
継
子
と

笛
」
が
あ
る
。
西
欧
版
と
同
様
、
楽
器
が
介
在
し
た
話
で
あ
る
。

一
B
・
2　
「
継
子
と
尺
八
」（
佐
賀
県
神
埼
郡
）

　

昔
、
竹
子
と
梅
子
と
い
う
姉
妹
が
い
た
。
父
親
は
商
人
で
、
母

親
は
再
婚
し
た
継
母
だ
っ
た
。
あ
る
日
父
親
が
子
供
を
頼
ん
で
、

商
用
で
京
に
出
掛
け
た
。
姉
妹
は
父
親
に
鏡
な
ど
お
土
産
を
注
文

し
た
。
留
守
中
、
母
親
は
二
人
を
苛
め
た
。
あ
る
日
、
竹
子
に
風

呂
を
焚
か
せ
、
竹
子
は
破
れ
た
笊
［
ざ
る
］
で
水
を
汲
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
困
っ
た
彼
女
か
ら
事
情
を
聞
き
、
托
鉢
の
坊

さ
ん
が
彼
の
衣
の
裾
を
切
っ
て
笊
に
の
せ
て
く
れ
た
。
お
陰
で
風

呂
に
水
は
溜
ま
っ
た
が
、
母
親
は
風
呂
を
熱
湯
さ
せ
、
そ
の
中
に

竹
子
を
押
し
込
ん
で
殺
し
、
裏
の
竹
林
に
埋
め
た
。
妹
の
梅
子
は

何
も
知
ら
ず
に
い
た
。
埋
め
た
場
所
に
竹
が
生
え
た
。

　

あ
る
日
、
虚
無
僧
［
こ
む
そ
う
］
が
尺
八
を
吹
い
て
来
た
。
梅

子
が
米
を
あ
げ
る
と
、
虚
無
僧
は
裏
の
竹
を
見
て
、
母
親
に
相
談

し
、
竹
子
の
墓
か
ら
生
え
出
た
竹
を
買
っ
た
。
彼
が
竹
で
尺
八
を

作
る
と
、
母
親
は
東
の
方
角
に
は
吹
か
な
い
で
く
れ
と
言
っ
た
。

虚
無
僧
は
不
審
に
思
っ
て
、
敢
え
て
東
に
向
け
て
尺
八
を
吹
い

た
。
す
る
と
、
商
用
中
の
父
親
の
耳
に
、
京
の
鏡
は
何
に
な
る
、

と
聞
こ
え
た
。
父
親
が
飛
ん
で
帰
り
、
竹
子
は
何
処
か
と
訊
く

と
、
母
親
は
余
所
へ
行
っ
て
い
る
と
答
え
た
が
、
最
後
に
白
状
し

た
。
父
親
は
怒
っ
て
墓
を
掘
っ
た
。
は
じ
め
に
先
妻
、
さ
ら
に
掘

る
と
、
そ
の
下
に
竹
子
が
い
て
、
ま
だ
生
き
て
い
た（（1
（

（
要
約
）。

継
母
に
殺
さ
れ
た
竹
子
の
墓
（
骨
）
か
ら
竹
が
生
え
、
虚
無
僧
が

そ
れ
で
尺
八
を
作
っ
て
吹
く
と
、
そ
の
音
色
が
異
郷
の
父
親
の
も
と

に
届
き
、
継
母
の
悪
事
が
暴
か
れ
る
。
骨
は
竹
に
転
生
し
楽
器
と

な
っ
て
真
実
を
明
る
み
に
も
た
ら
し
た
の
だ
が
、
殺
さ
れ
た
竹
子

は
、
メ
ル
ヘ
ン
風
に
、
生
き
返
る
。「
踊
る
骸
骨
」
で
は
、
殺
さ
れ

た
人
物
の
骨
自
身
が
殺
人
者
に
復
讐
す
る
が
、
右
の
物
語
で
は
、
犯

罪
の
暴
露
に
楽
器
（
尺
八
）
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
の

印
象
は
憂
愁
を
帯
び
た
西
欧
の
バ
ラ
ー
ド
調
に
近
づ
い
て
い
る
。

話
型
に
つ
い
て

以
上
、
ド
イ
ツ
と
日
本
の
「
歌
う
骨
」
タ
イ
プ
の
昔
話
を
見
て
き

た
が
、
こ
こ
で
一
度
、「
歌
う
骨
」
の
話
型
を
整
理
・
確
認
し
て
お

き
た
い
。
序
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
の

『
昔
話
の
タ
イ
プ
』（
初
版
／
一
九
二
七
年
、
第
二
版
／
一
九
六
一

年
）
は
、「
本
格
昔
話
」O

rdinary Folk- Tales 

B
「
宗
教
的
物
語
」
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R
eligious Tales

の
七
八
〇
番
に
「
歌
う
骨
」T

he Singing B
one

を
分
類
し
、
そ
の
要
件
と
し
て
、「
兄
が
弟
（
妹
）
を
殺
し
、
大
地

に
埋
め
る
。
羊
飼
い
が
そ
の
骨
か
ら
笛
を
作
り
、
そ
れ
が
秘
密
を
明

る
み
に
も
た
ら
す（（1
（

」
を
挙
げ
る
。
K
H
M
二
八
番
「
歌
う
骨
」
は
ま

さ
し
く
こ
れ
に
合
致
す
る
。

A
T
に
準
拠
し
た
池
田
弘
子
編
『
日
本
民
間
伝
承
の
タ
イ
プ
と
モ

テ
ィ
ー
フ
索
引
』A T

ype and M
otiv Index of Japanese Folk-

Literature by H
iroko IK

E
D
A

（
F
F
C
二
〇
九
／
一
九
七
一
年
）

は
、
同
じ
く
七
八
〇
番
に
「
歌
う
骨
…
…
歌
い
骸
骨
／
枯
骨
報
恩
／

野
晒
し
」T

he Singing B
one

…U
tai G

aikotsu; K
arehone 

H
ooon; N

ozarashi

を
分
類
し
、
そ
の
構
成
要
素
と
し
て
次
の
四

件
を
掲
げ
る
。
1
「
殺
人
」M

urder

、
2
「
歌
う
骸
骨
」T

he 
Singing Skull

、
3
「
殺
人
が
暴
か
れ
る
」M

urder R
evealed

、

4
「
感
謝
す
る
死
者
」T

he G
rateful D

ead

（
（1
（

。

池
田
は
A
T
の
要
件
に
、
4
と
し
て
「
感
謝
す
る
死
者
」
を
加

え
、
い
わ
ゆ
る
「
枯
骨
報
恩
」
を
日
本
に
固
有
の
要
素
と
し
た
の
で

あ
る
。
以
上
が
国
際
標
準
で
あ
る
。

一
方
、
わ
が
国
で
は
、
先
ず
柳
田
國
男
が
『
日
本
昔
話
名
彙
』

（
初
版
／
昭
和
二
三
［
一
九
四
八
］
年
）
の
中
で
、「
歌
い
骸
骨
」
を

「
派
生
昔
話
」
の
「
因
縁
話
」
に
、「
継
子
と
笛
」
を
「
完
形
昔
話
」

の
「
ま
ま
子
話
」
に
分
類
し
た（（1
（

。
続
い
て
関
敬
吾
は
『
日
本
昔
話
大

成
』（
初
版
／
昭
和
五
三
［
一
九
七
八
］
年
）
に
お
い
て
、「
本
格
昔

話
」
一
〇
「
継
子
譚
」（
二
一
八
）
に
「
唄
い
骸
骨
」（「
踊
る
骸
骨
」

を
含
む
（
（1
（

）、
ま
た
同
じ
「
継
子
譚
」（
二
一
七
）
に
「
継
子
と
笛
」
を

分
類
し
、「
枯
骨
報
恩
」
は
「
本
格
昔
話
」
一
二
「
動
物
報
恩
」（
二

三
六
）
に
数
え
入
れ
て
い
る（（1
（

。

整
理
す
る
と
、「
歌
う
骨
」
は
、
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
で
は

「
宗
教
的
物
語
」、
柳
田
で
は
「
因
縁
話
」
と
い
っ
た
具
合
に
、
広
義

の
宗
教
譚
に
分
類
さ
れ
る
が
、
関
は
「
歌
う
骨
」
タ
イ
プ
の
物
語
を

「
継
子
譚
」
と
「
動
物
報
恩
」
に
分
別
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ち
な
み
に
、
池
田
も
、
関
と
同
様
、「
報
恩
」
を
日
本
型
七
八
〇
番

の
基
本
要
素
と
見
做
し
て
い
る
。

以
上
、
分
類
法
の
相
違
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
日
本
の
「
歌
う

骨
」
の
源
流
を
探
る
こ
と
で
、
そ
の
理
由
が
少
し
明
ら
か
に
な
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
前
に
、
西
洋
と
東
洋
（
極
東
）
の
中
間
に

位
置
す
る
イ
ン
ド
と
南
欧
（
イ
タ
リ
ア
）
の
類
話
を
読
ん
で
お
く
こ

と
に
し
た
い
。
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第
二
章　
「
歌
う
骨
」
類
話
（
イ
ン
ド
／
イ
タ
リ
ア
）

比
較
考
証
の
た
め
に
、
前
章
で
見
た
ド
イ
ツ
と
日
本
以
外
の
例
と

し
て
、
先
ず
、
イ
ン
ド
の
民
話
を
紹
介
す
る
（『
世
界
の
民
話
』「
パ

ン
ジ
ャ
ブ
」
／
関
楠
生
訳
（
（1
（

）（
要
約
）。

二
Ａ　
「
笛
を
吹
く
骨
」（
イ
ン
ド
／
パ
ン
ジ
ャ
ブ
地
方
）

　

昔
む
か
し
、
両
親
に
死
な
れ
た
少
年
が
、
叔
父
の
許
で
羊
飼
い

を
し
て
い
た
。
少
年
は
退
屈
な
の
で
小
さ
な
笛
を
作
っ
て
吹
き
、

上
手
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
荒
野
の
獣
が
集
ま
り
耳
を
傾
け
た
。

中
に
一
頭
の
狼
が
い
た
。
太
っ
た
羊
に
食
欲
を
そ
そ
ら
れ
、
少
年

に
お
前
を
食
う
か
羊
を
食
う
か
尋
ね
た
。
少
年
が
叔
父
に
訊
く

と
、
青
白
い
少
年
と
太
っ
た
羊
を
見
比
べ
て
、
叔
父
は
お
前
だ
と

少
年
に
言
っ
た
。

　

翌
朝
、
羊
飼
い
の
少
年
が
牧
場
に
行
く
と
、
狼
が
来
て
、
少
年

を
食
べ
る
か
羊
を
食
べ
る
か
尋
ね
た
。
少
年
が
叔
父
の
答
え
を
言

う
と
、
狼
は
少
年
に
同
情
し
、
食
べ
た
あ
と
何
か
し
て
や
ろ
う
と

言
っ
た
。
少
年
は
狼
が
彼
を
食
べ
た
ら
、
十
字
路
の
木
に
、
笛
と

一
緒
に
、
彼
の
骨
を
下
げ
て
く
れ
と
頼
ん
だ
。
狼
は
少
年
を
食
べ

た
あ
と
、
約
束
を
果
た
し
た
。

　

数
日
後
、
盗
賊
た
ち
が
そ
こ
を
通
り
か
か
り
、
分
け
前
を
め

ぐ
っ
て
争
い
木
の
下
に
座
っ
て
い
る
と
、
骨
が
風
に
揺
れ
笛
を
演

奏
し
た
。「
狼
が
ぼ
く
を
食
っ
た
／
叔
父
さ
ん
が
ぼ
く
を
忘
れ
た

／
さ
あ
、
笛
を
吹
き
鳴
ら
せ
」。
骨
が
一
人
の
盗
賊
の
頭
を
打
つ

と
、
盗
賊
た
ち
は
慌
て
て
逃
げ
出
し
た
。

　

あ
る
日
、
王
様
が
猟
に
出
掛
け
、
例
の
木
の
傍
を
通
っ
た
。
多

く
の
獣
が
骨
の
演
奏
に
聞
き
入
っ
て
い
る
の
を
見
て
喜
び
、
大
き

な
網
を
張
ら
せ
、
ラ
イ
オ
ン
、
狐
、
兎
等
々
を
捕
え
て
木
の
下
で

休
ん
で
い
る
と
、
骨
が
揺
れ
笛
を
演
奏
し
た
。
王
様
は
美
し
い
音

色
を
聴
き
、
従
者
に
誰
が
演
奏
し
て
い
る
の
か
尋
ね
た
。
笛
吹
き

は
見
当
た
ら
な
い
と
従
者
が
答
え
、
王
様
は
眠
り
に
落
ち
た
が
、

ま
た
笛
の
音
で
目
覚
め
、
特
別
な
鳥
か
と
思
い
木
に
登
っ
て
捜
し

た
。
そ
し
て
木
の
枝
に
下
が
っ
て
揺
れ
る
小
さ
な
骨
を
見
つ
け

た
。
王
様
は
笛
吹
き
の
名
人
（
骨
）
に
呼
び
か
け
、
娘
た
ち
の
た

め
に
お
前
が
欲
し
い
と
言
う
と
、
骨
は
自
由
の
身
で
い
た
い
と
答

え
て
、
一
番
高
い
枝
に
飛
び
移
っ
た
。
王
様
は
言
っ
た
、
獲
物
を

持
っ
て
帰
ろ
う
、
色
褪
せ
た
骨
は
何
の
価
値
も
な
い
、
と
。
以

後
、
骨
は
二
度
と
姿
を
見
せ
な
か
っ
た
。
た
だ
時
々
、
十
字
路
を

通
る
人
の
耳
に
例
の
笛
の
音
が
聞
こ
え
た（（2
（

。
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本
話
が
採
集
さ
れ
た
パ
ン
ジ
ャ
ブ
（Pandschab

［
独
］
／

Punjab
［
英
］）
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
語
で
「
五
つ
の
河
の
地
方
」
の
意

で
、
イ
ン
ド
北
西
部
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
北
東
部
に
か
け
て
拡
が
る
イ

ン
ダ
ス
河
上
流
の
肥
沃
な
農
耕
地
帯
で
あ
る
。
古
代
イ
ン
ダ
ス
文
明

（
紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
頃
）
の
発
祥
地
と
し
て
知
ら
れ
る
当
地
方
は
、

同
一
四
〇
〇
年
頃
か
ら
移
住
し
た
最
初
期
の
ア
ー
リ
ア
人
の
故
郷
で

あ
り
、
イ
ン
ド
＝
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
族
の
源
流
で
も
あ
る（（2
（

。「
笛
を
吹

く
骨
」
は
こ
の
地
方
の
民
話
で
あ
る
。

孤
児
と
な
り
叔
父
に
育
て
ら
れ
た
少
年
は
、
自
分
で
作
っ
た
笛
を

吹
き
な
が
ら
羊
飼
い
の
仕
事
を
し
て
い
た
が
、
狼
に
食
わ
れ
て
骨
と

な
り
、
木
の
枝
に
下
が
っ
て
笛
を
吹
く
。
少
年
の
境
遇
を
訴
え
る
そ

の
歌
は
、
K
H
M
四
七
番
の
「
ね
ず
の
木
の
話
」
を
想
わ
せ
る
が

（
後
述
）、
何
と
も
言
え
な
い
哀
愁
を
帯
び
て
い
る
。
羊
よ
り
は
少
年

を
狼
に
供
与
す
る
叔
父
の
冷
酷
さ
、
少
年
の
遺
言
を
叶
え
て
や
る
狼

の
温
情
が
見
事
に
対
比
さ
れ
、
分
け
前
を
争
う
盗
賊
た
ち
や
王
様
の

気
ま
ぐ
れ
も
、
妙
に
リ
ア
ル
に
世
の
中
の
現
実
を
反
映
し
て
い
る
。

笛
を
吹
き
動
物
と
親
し
み
、
死
後
も
自
由
を
愛
す
る
少
年
の
姿
と
は

対
照
的
で
あ
る
。

民
話
「
笛
を
吹
く
骨
」
は
、
K
H
M
二
八
「
歌
う
骨
」
や
日
本
の

「
踊
る
骸
骨
」
と
比
べ
て
、
善
悪
の
観
念
以
前
の
、
あ
る
い
は
そ
れ

を
超
え
た
、
何
か
素
朴
で
原
初
的
で
哀
感
あ
る
余
韻
を
残
す
。
あ
る

意
味
、
バ
ラ
ー
ド
風
の
趣
が
あ
る
。

次
に
紹
介
す
る
南
欧
イ
タ
リ
ア
の
「
孔
雀
の
羽
」（
カ
ル
ヴ
ィ
ー

ノ
『
イ
タ
リ
ア
民
話
集
』
下
／
河
島
英
昭
編
訳
（
（2
（

）
も
、「
笛
を
吹
く

骨
」
同
様
、
歌
が
物
語
の
中
で
絶
妙
な
効
果
を
挙
げ
る
民
話
で
あ
る

（
要
約
）。

二
Ｂ　
「
孔
雀
の
羽
」（
イ
タ
リ
ア
／
シ
チ
リ
ア
島
）

　

あ
る
王
様
が
盲
目
に
な
っ
た
。
ど
の
医
者
も
治
療
で
き
ず
に
い

た
が
、
一
人
の
医
者
は
孔
雀
の
羽
が
唯
一
の
薬
だ
と
言
っ
た
。
王

様
は
三
人
の
息
子
を
呼
び
、
孔
雀
の
羽
を
持
っ
て
き
た
者
に
王
国

を
譲
る
と
告
げ
た
。
そ
こ
で
息
子
た
ち
は
旅
に
出
た
。
上
の
二
人

は
す
で
に
大
き
く
、
末
の
息
子
は
小
さ
か
っ
た
。
森
の
木
の
枝
で

眠
っ
た
あ
と
、
末
の
弟
が
最
初
に
目
を
覚
ま
し
た
。
森
の
奥
か
ら

孔
雀
の
鳴
き
声
が
聞
こ
え
、
弟
が
近
づ
い
て
泉
で
水
を
飲
ん
で
い

る
と
、
空
か
ら
一
枚
の
羽
が
落
ち
て
来
た
。
弟
が
孔
雀
の
羽
を

取
っ
て
来
た
の
を
見
て
兄
た
ち
は
嫉
妬
に
駆
ら
れ
て
弟
を
殺
し
死

体
を
埋
め
た
。
彼
ら
は
父
親
の
許
に
帰
っ
て
孔
雀
の
羽
を
渡
し

た
。
そ
れ
を
目
に
当
て
る
と
、
王
様
の
眼
は
恢
復
し
た
。
王
様
が

弟
の
こ
と
を
尋
ね
る
と
、
森
の
恐
ろ
し
い
獣
に
捕
ら
わ
れ
た
の
だ
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ろ
う
と
兄
た
ち
は
答
え
た
。

　

そ
の
後
、
弟
が
埋
め
ら
れ
た
地
面
か
ら
美
し
い
葦
が
生
え
た
。

羊
飼
い
が
そ
こ
を
通
り
、
葦
笛
を
作
っ
た
。
息
を
吹
き
込
む
と
、

葦
笛
は
歌
い
出
し
た
。「
お
お
、
ぼ
く
を
握
っ
て
く
れ
た
羊
飼
い

よ
、
／
そ
う
と
吹
い
て
お
く
れ
、
心
は
苦
し
ん
で
い
る
の
だ
か

ら
。
／
孔
雀
の
羽
の
た
め
に
ぼ
く
は
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
／
裏

切
者
は
ぼ
く
の
兄
だ
っ
た
」。
羊
飼
い
は
そ
の
不
思
議
な
葦
笛
で

稼
ご
う
と
ナ
ポ
リ
の
町
へ
行
っ
た
。
笛
を
吹
く
と
、
王
様
が
窓
か

ら
顔
を
出
し
、
音
色
に
聴
き
ほ
れ
、
羊
飼
い
を
呼
び
寄
せ
た
。
羊

飼
い
が
王
宮
で
葦
笛
を
吹
く
と
、
王
様
も
自
ら
笛
を
吹
い
た
。
笛

は
「
お
お
、
ぼ
く
を
握
っ
て
く
れ
た
父
上
よ
、
／
［
以
下
同
じ
］」

と
奏
で
た
。
女
王
が
吹
く
と
「
お
お
、
ぼ
く
を
握
っ
て
く
れ
た
母

上
よ
」
と
歌
い
、
二
男
が
嫌
々
吹
く
と
「
お
お
、
ぼ
く
を
つ
か
ま

え
て
く
れ
た
兄
上
よ
」
と
歌
っ
た
。
最
後
に
王
様
が
長
男
に
命
じ

る
と
、「
お
お
、
ぼ
く
を
殺
し
て
く
れ
た
兄
上
よ
」
と
声
が
響
い

た
。
そ
の
言
葉
を
聞
い
て
父
親
は
倒
れ
伏
し
、
お
前
た
ち
が
弟
を

殺
し
た
の
か
と
叫
ん
だ
。
二
人
の
兄
は
火
焙
り
と
な
り
、
王
様
は

宮
廷
の
奥
で
、
毎
日
、
悲
し
げ
に
葦
笛
を
吹
き
鳴
ら
し
た（（2
（

。

右
の
民
話
は
イ
タ
リ
ア
の
シ
チ
リ
ア
島
中
央
部
カ
ル
タ
ニ
セ
ッ
タ

近
郊
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
冒
頭
部
分
は
K
H
M
九
七
「
生

命
の
水（（2
（

」
と
似
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
展
開
は
、
微
妙
に
変
化
す
る

葦
笛
の
歌
と
と
も
に
、
終
結
部
へ
向
か
っ
て
一
歩
一
歩
緊
張
が
高

ま
っ
て
ゆ
く
。
抒
情
性
と
緊
迫
感
が
絶
妙
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
バ

ラ
ー
ド
調
の
こ
の
民
話
に
つ
い
て
、
編
者
イ
ー
タ
ロ
・
カ
ル
ヴ
ィ
ー

ノ
は
こ
う
コ
メ
ン
ト
す
る
。「
挽
歌
の
憂
愁
を
伴
っ
て
こ
れ
が
世
界

じ
ゅ
う
に
つ
い
て
ま
わ
る
の
は
、
調
べ
が
葦
笛
か
ら
生
ま
れ
る
た
め

で
あ
り
、
し
な
や
か
な
変
身
を
経
て
、
殺
さ
れ
た
若
者
の
魂
の
転
生

が
物
語
ら
れ
る
か
ら
だ（（2
（

」。
な
お
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
、
骨
か
ら
作
ら

れ
た
笛
を
、
多
く
の
例
に
倣
っ
て
、
葦
笛
に
差
し
替
え
た
と
断
っ
て

い
る（（2
（

。
イ
ン
ド
の
「
笛
を
吹
く
骨
」、
イ
タ
リ
ア
の
「
孔
雀
の
羽
」、
い
ず

れ
も
音
楽
（
歌
）
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
、
最
後
に
哀
愁
を
帯
び
た

余
韻
を
残
す
点
が
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
前
述
K
H
M
二
八
「
歌
う

骨
」
と
「
孔
雀
の
羽
」
は
、
前
者
が
人
骨
か
ら
作
ら
れ
た
笛
、
後
者

が
骨
の
生
ま
れ
変
わ
り
の
葦
笛
が
、
そ
れ
ぞ
れ
殺
人
の
真
実
を
告
げ

て
い
る
。
日
本
の
昔
話
「
継
子
と
笛
」
は
こ
の
タ
イ
プ
に
属
し
て
い

る
。
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第
三
章　

骨
の
神
話
と
伝
承

ド
イ
ツ
と
日
本
、
イ
ン
ド
と
イ
タ
リ
ア
、
い
ず
れ
の
「
歌
う
骨
」

タ
イ
プ
も
、
題
名
通
り
、
骨
が
物
語
の
核
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
が
、
イ
タ
リ
ア
民
話
「
孔
雀
の
羽
」
の
「
原
注
」
の

中
で
、
編
者
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
興
味
深
い
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て
い

た
。
殺
さ
れ
た
若
者
（
末
の
弟
）
の
「
魂
の
転
生
」
で
あ
る
。
こ
の

問
題
に
触
れ
る
前
に
、
本
章
で
は
骨
の
神
話
と
伝
承
を
幾
つ
か
覗
い

て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

三
Ａ　
『
日
本
霊
異
記
』

八
二
二
年
頃
成
立
し
た
と
言
わ
れ
る
日
本
最
初
の
仏
教
説
話
集
、

景
戒
編
『
日
本
霊
異
記
』（『
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
（
（2
（

』）
上
巻
第

十
二
「
人
・
畜
［
け
も
の
］
に
履
［
ふ
］
ま
れ
し
髑
髏
［
ひ
と
か
し

ら
］
の
、
救
ひ
収
め
ら
え
て
霊
［
あ
や
］
し
き
表
［
し
る
し
］
を
示

し
て
、
現
に
報
い
し
縁
」
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
（
要
約
）。

　

高
麗
の
留
学
僧
で
あ
っ
た
道
登
は
元
興
寺
［
が
ん
こ
う
じ
］
の

僧
で
、
昔
、
大
化
二
年
（
六
四
六
年
）、
宇
治
橋
を
か
け
る
た
め

に
往
来
し
て
い
た
と
き
、
髑
髏
［
ど
く
ろ
］
が
奈
良
山
の
谷
間
で

人
や
獣
に
踏
ま
れ
て
い
た
の
を
見
て
哀
れ
み
、
従
者
の
万
呂
に
命

じ
て
髑
髏
を
木
の
上
に
置
か
せ
た
。
同
年
の
大
晦
日
の
夕
方
、
あ

る
人
が
寺
門
に
来
て
、
聖
の
慈
悲
に
報
い
た
い
と
言
っ
て
、
万
呂

を
あ
る
家
に
案
内
し
た
。
そ
の
人
は
供
物
を
万
呂
に
分
け
、
二
人

が
食
事
を
し
て
い
る
と
、
夜
半
、
男
の
声
が
し
た
。
私
を
殺
し
た

兄
が
来
そ
う
な
の
で
早
く
帰
り
ま
し
ょ
う
と
、
そ
の
人
が
言
う
の

で
、
万
呂
が
理
由
を
尋
ね
る
と
こ
う
答
え
た
。
昔
、
私
は
兄
と
商

い
に
出
掛
け
銀
を
大
い
に
稼
い
だ
が
、
そ
れ
を
妬
ん
だ
兄
は
私
を

殺
し
て
銀
を
奪
っ
た
。
そ
れ
か
ら
幾
久
し
く
私
は
人
や
獣
に
踏
ま

れ
て
い
た
。
そ
れ
を
道
登
上
人
様
が
救
っ
て
木
の
上
に
安
置
さ
せ

て
下
さ
っ
た
。
今
夜
は
そ
の
恩
返
し
で
す
、
と
。
そ
の
時
、
母
と

兄
が
大
晦
日
の
魂
祭
り
に
入
っ
て
来
て
、
万
呂
を
見
て
驚
い
た
。

万
呂
が
説
明
す
る
と
、
母
は
兄
を
罵
っ
た
。
万
呂
は
帰
っ
て
道
登

に
そ
れ
を
報
告
し
た
。「
夫
［
そ
］
れ
、
死
霊
・
白
骨
す
ら
尚
猶

［
な
ほ
］
し
此
［
か
］
く
の
如
し
。
何
［
い
か
］
に
況
［
い
は
む
］

や
、
生
け
る
人
、
豈
［
あ
に
］
恩
を
忘
れ
む
や（（2
（

」。

　

兄
弟
が
商
売
に
出
掛
け
、
弟
が
儲
け
た
の
を
兄
が
妬
ん
で
殺
し

て
埋
め
る
。
し
か
し
骨
と
な
っ
た
弟
の
霊
が
後
に
兄
の
犯
行
を
告

げ
る
と
い
う
話
は
、
日
本
昔
話
「
踊
る
骸
骨
」
を
想
起
さ
せ
る
。
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ち
な
み
に
、「
踊
る
骸
骨
」
と
K
H
M
二
八
「
歌
う
骨
」
で
は
、

殺
人
犯
に
罰
が
下
る
が
（
第
一
章
）、『
日
本
霊
異
記
』
の
右
の
物

語
で
は
、
そ
れ
ら
と
は
対
照
的
に
、
殺
人
犯
の
兄
は
真
実
を
知
っ

た
母
親
に
罵
ら
れ
る
だ
け
で
、
具
体
的
な
罰
は
受
け
て
お
ら
ず
、

恩
を
忘
れ
る
な
、
と
い
う
説
教
が
最
後
を
締
め
く
く
る
。

　
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
も
う
一
篇
、
類
似
の
話
が
収
め
ら
れ
て

い
る
（
下
巻
第
二
十
七
（
（2
（

）。
そ
こ
で
も
、
盗
賊
の
伯
父
に
殺
さ
れ

た
人
物
の
髑
髏
が
、
目
の
穴
に
生
え
た
竹
の
子
を
抜
い
て
く
れ
た

人
を
晦
日
の
食
事
に
接
待
す
る
。
上
巻
第
十
二
と
同
様
、
い
わ
ゆ

る
「
枯
骨
報
恩
譚
」
で
あ
る
。「
話
型
に
つ
い
て
」
で
見
た
よ
う

に
、
日
本
版
「
歌
う
骨
」（
七
八
〇
番
）
の
構
成
要
素
と
し
て
、

池
田
弘
子
は
「
感
謝
す
る
死
者
」
を
追
加
し
た
が
、
実
際
、「
踊

る
骸
骨
」
タ
イ
プ
と
は
別
に
、
わ
が
国
に
は
「
報
恩
」
に
力
点
を

置
い
た
話
も
流
布
し
て
い
る（（3
（

。
い
ず
れ
に
せ
よ
、『
日
本
霊
異
記
』

で
は
、
骨
と
な
っ
た
死
者
が
、
生
者
の
恩
（
樹
上
へ
の
安
置
／
竹

の
子
の
抜
き
取
り
）
に
霊
と
な
っ
て
報
い
て
い
る
。
骨
に
魂
が
宿

る
と
い
う
観
念
あ
る
い
は
信
仰
が
こ
れ
ら
の
物
語
の
根
底
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
の
範
例
と
し
て
、

中
国
の
『
敦
煌
変
文
集
』
所
収
の
「
捜
神
記
一
巻
」
が
指
摘
さ
れ

て
い
る（（3
（

。
そ
の
成
立
時
期
は
四
世
紀
か
ら
六
世
紀
に
か
け
て
と
言

わ
れ
る
。
古
代
の
伝
承
に
「
歌
う
骨
」
タ
イ
プ
は
繋
が
っ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。

三
Ｂ　
「
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
」（『
旧
約
聖
書
』）

骨
に
関
す
る
神
話
・
伝
承
の
中
で
興
味
深
い
も
の
の
一
つ
に
『
旧

約
聖
書
』「
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
」
が
あ
る
。
こ
の
預
言
書
の
第
三
十
七

章
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
（「　

」
は
引
用
）（
要
約
）。

　

私
（
エ
ゼ
キ
エ
ル
）
は
主
の
霊
に
連
れ
出
さ
れ
、
あ
る
谷
の
真

ん
中
に
降
ろ
さ
れ
た
。
そ
こ
は
骨
で
満
ち
、
谷
の
上
に
も
多
く
の

骨
が
あ
っ
た
が
、
甚
だ
し
く
枯
れ
て
い
た
。
主
は
私
に
言
わ
れ

た
、「
こ
れ
ら
の
骨
に
向
か
っ
て
預
言
し
、
彼
ら
に
言
い
な
さ
い
。

枯
れ
た
骨
よ
、
主
の
言
葉
を
聞
け
。
こ
れ
ら
の
骨
に
向
か
っ
て
、

主
な
る
神
は
こ
う
言
わ
れ
る
。
見
よ
、
わ
た
し
は
お
前
た
ち
の
中

に
霊
を
吹
き
込
む
。
す
る
と
、
お
前
た
ち
は
生
き
返
る
。
わ
た
し

は
、
お
前
た
ち
の
上
に
筋
を
お
き
、
肉
を
付
け
、
皮
膚
で
覆
い
、

霊
を
吹
き
込
む
。
す
る
と
、
お
前
た
ち
は
生
き
返
る
」。
私
が
命

じ
ら
れ
た
通
り
預
言
す
る
と
、
カ
タ
カ
タ
音
が
し
て
骨
が
近
づ

き
、
骨
の
上
に
筋
と
肉
が
付
き
、
皮
膚
が
そ
れ
を
覆
い
、
霊
が
吹

き
込
ま
れ
た
。
す
る
と
彼
ら
は
生
き
返
り
、
自
分
の
足
で
立
ち
、
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大
き
な
集
団
と
な
っ
た
。
主
は
言
わ
れ
る
「
こ
れ
ら
の
骨
は
イ
ス

ラ
エ
ル
の
全
家
で
あ
る（（3
（

」。

紀
元
前
五
九
七
年
、
ネ
ブ
カ
ド
ネ
ツ
ァ
ル
二
世
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の

民
を
バ
ビ
ロ
ン
に
拉
致
し
た
が
、
そ
の
中
に
預
言
者
エ
ゼ
キ
エ
ル
が

い
た
。
彼
は
バ
ビ
ロ
ン
で
召
命
を
受
け
、
民
族
の
再
興
を
希
求
し
幻

想
的
に
未
来
像
を
描
き
出
し
た（（3
（

。
右
の
第
三
十
七
章
は
、
骨
か
ら
の

再
生
の
イ
メ
ー
ジ
を
駆
使
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
回
復
を
語
っ
て
い

る
。
ル
タ
ー
の
独
語
訳
で
は
「
骨
」
はG

ebeine

、「
枯
れ
た
」
は

verdorrt

で
、
枯
骨
報
恩
な
ら
ぬ
枯
骨
再
生
が
こ
こ
で
は
主
題
と

な
っ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
全
体
を
「
枯
骨
」
と
呼
び
、
そ
こ

に
生
命
を
吹
く
込
む
主
の
「
霊
」O

dem

を
エ
ゼ
キ
エ
ル
は
称
え
て

止
ま
な
い（（3
（

。
紀
元
前
六
世
紀
に
は
す
で
に
、
骨
か
ら
の
復
活
へ
の
信

仰
は
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
Ｃ　
『
エ
ッ
ダ
』

古
代
北
欧
歌
謡
集
『
エ
ッ
ダ
』E

dda

に
も
、
骨
か
ら
の
再
生
は

神
話
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
詩
人
・
歴
史
家

ス
ノ
リ
・
ス
ト
ゥ
ル
ル
ソ
ンSnorri Sturluson

（
一
一
七
八
―
一

二
四
一
年
）
の
『
エ
ッ
ダ
』（
散
文
エ
ッ
ダ
）「
ギ
ュ
ル
ヴ
ィ
た
ぶ
ら

か
し
」
第
四
十
四
章
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

　

ト
ゥ
ー
ル
が
山
羊
に
ひ
か
せ
た
車
に
の
り
、
ロ
キ
と
い
う
名
の

ア
ー
ス
神
も
同
乗
し
て
い
た
。
彼
ら
は
晩
方
、
あ
る
百
姓
の
と
こ

ろ
に
き
て
、
宿
を
と
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
夜
、
ト
ー
ル
は
山
羊
を

つ
か
ま
え
て
二
頭
と
も
殺
し
た
。
そ
れ
か
ら
皮
を
剥
い
で
鍋
の
と

こ
ろ
ま
で
運
び
、
料
理
が
で
き
あ
が
る
と
、
連
れ
の
者
と
一
緒
に

夕
食
の
席
に
つ
い
た
。［
…
…
］
ト
ー
ル
は
山
羊
の
皮
を
火
の
そ

ば
に
ひ
ろ
げ
、
百
姓
と
そ
の
家
族
に
、
骨
を
山
羊
皮
の
上
に
投
げ

る
よ
う
に
と
い
っ
た
。［
…
…
］
ト
ー
ル
は
そ
の
夜
そ
こ
に
泊
っ

た
。
そ
し
て
翌
朝
ま
だ
明
け
や
ら
ぬ
う
ち
に
起
き
、
衣
服
を
つ

け
、
槌
ミ
ョ
ル
ニ
ル
を
手
に
と
っ
て
振
り
上
げ
、
山
羊
皮
を
浄

［
き
よ
］
め
た
。
す
る
と
、
山
羊
た
ち
は
立
ち
上
が
っ
た
」（
谷
口

幸
男
訳
（
（3
（

）。

雷
神
ト
ー
ル
が
人
々
に
命
じ
て
山
羊
皮
の
上
に
山
羊
の
骨
を
投
げ

さ
せ
た
の
は
、
後
で
浄
め
て
山
羊
を
復
活
さ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。

骨
を
完
全
な
か
た
ち
で
残
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
命
体
を
再
生
さ
せ

る
と
い
う
信
仰
、
こ
れ
は
様
々
な
民
族
に
見
ら
れ
る
よ
う
で
、
例
え

ば
、
狩
猟
民
族
は
捕
獲
し
た
動
物
の
骨
を
壊
さ
ず
に
土
に
帰
す
風
習
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が
あ
る
と
言
わ
れ
る
（『
図
説　

世
界
シ
ン
ボ
ル
事
典
（
（3
（

』）。

『
旧
約
聖
書
』「
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
」
で
は
人
間
（
民
族
）
の
骨
か
ら

の
復
活
が
描
か
れ
て
い
た
が
、
右
の
『
エ
ッ
ダ
』
で
は
動
物
も
や
は

り
骨
か
ら
復
活
す
る
と
語
ら
れ
る
。
骨
が
生
命
力
の
源
で
あ
る
と
い

う
信
仰
は
、
時
代
や
民
族
を
超
え
て
、
広
く
浸
透
し
て
い
る
よ
う

だ
。
こ
の
民
間
信
仰
は
、
実
は
、
グ
リ
ム
童
話
に
も
明
確
に
現
れ
て

い
る
。

第
四
章　

小
鳥
転
生
譚

一
八
一
二
年
の
初
版
以
来
、
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
子
供
と
家
庭
の
童

話
集
』
K
H
M
四
七
番
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
ね
ず
の
木
の
話
」

Von dem
 M

achandelboom

は
、
骨
の
モ
テ
ィ
ー
フ
の
観
点
か
ら

も
印
象
深
い
昔
話
で
あ
る
。
バ
ル
ト
海
沿
岸
ポ
ン
メ
ル
ン
出
身
の
画

家
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
オ
ッ
ト
ー
・
ル
ン
ゲ
が
、
一
八
〇
六
年
、
ハ
ン
ブ

ル
ク
で
方
言
（
低
地
ド
イ
ツ
語
）
の
ま
ま
書
き
留
め
た
メ
モ
に
拠
っ

た
も
の
で（（3
（

、
K
H
M
第
七
版
は
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

四
Ａ　
「
ね
ず
の
木
の
話
」（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
四
七
）

　

二
千
年
も
昔
、
金
持
ち
に
美
し
い
妻
が
い
た
が
、
子
供
は
い
な

か
っ
た
。
あ
る
日
、
庭
の
ね
ず
の
木
の
下
で
妻
が
林
檎
の
皮
を
む

い
て
い
た
と
き
、
指
を
切
り
、
血
が
雪
の
上
に
落
ち
た
の
を
見

て
、
彼
女
は
血
の
よ
う
に
赤
く
雪
の
よ
う
に
白
い
子
供
が
い
た
ら

と
願
っ
た
。
や
が
て
ね
ず
の
木
に
実
が
な
り
、
そ
れ
を
食
べ
た
妻

は
気
が
沈
み
病
気
に
な
っ
た
。
八
か
月
が
経
ち
、
妻
は
夫
に
、
自

分
が
死
ん
だ
ら
ね
ず
の
木
の
下
に
葬
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
頼
ん

だ
。
九
か
月
が
過
ぎ
、
彼
女
は
男
の
子
を
産
ん
だ
が
、
喜
び
の
あ

ま
り
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

し
ば
ら
く
後
、
夫
は
再
婚
し
た
。
二
度
目
の
妻
に
女
の
子
が
生

ま
れ
、
彼
女
は
先
妻
の
男
の
子
を
苛
め
始
め
た
。
妻
に
悪
魔
が
乗

り
移
り
、
あ
る
と
き
、
彼
女
は
大
き
な
箱
か
ら
男
の
子
に
林
檎
を

取
ら
せ
、
重
い
蓋
を
勢
い
よ
く
閉
じ
て
そ
の
首
を
落
と
し
た
。
白

い
布
で
首
を
胴
体
に
固
定
し
、
手
に
林
檎
を
持
た
せ
て
椅
子
に
座

ら
せ
た
。
何
も
知
ら
な
い
娘
の
マ
リ
ア
が
林
檎
を
欲
し
が
っ
た
と

き
、
母
親
は
娘
に
兄
の
耳
を
打
た
せ
、
マ
リ
ア
が
首
を
落
と
し
た

か
の
よ
う
に
仕
組
ん
だ
。
そ
し
て
、
男
の
子
の
肉
を
刻
み
ス
ー
プ

を
作
っ
た
。
父
親
が
帰
宅
し
、
息
子
の
行
方
を
尋
ね
る
と
、
母
親

は
大
伯
父
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
と
言
っ
た
。
父
親
は
知
ら
ず
に
息

子
の
肉
ス
ー
プ
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
、
マ
リ
ア
は
父
の
投
げ
た

骨
を
絹
の
布
に
包
ん
で
ね
ず
の
木
の
下
に
置
い
た
。
す
る
と
木
か



29

ら
靄
が
出
て
鳥
が
現
れ
消
え
、
骨
も
消
え
た
。
鳥
は
金
細
工
師
の

家
の
屋
根
で
歌
っ
た
。「
お
母
さ
ん
が
ぼ
く
を
殺
し
た
、
／
お
父

さ
ん
が
ぼ
く
を
食
べ
た
、
／
妹
の
マ
リ
ア
が
、
ぼ
く
の
骨
を
捜

し
、
／
絹
の
布
に
包
ん
で
、
／
ね
ず
の
木
の
下
に
置
い
た
。
キ
ー

ウ
ィ
ッ
ト
、
キ
ー
ウ
ィ
ッ
ト
、
何
て
き
れ
い
な
鳥
だ
ろ
う
、
ぼ
く

は
」。
鳥
は
金
細
工
師
か
ら
黄
金
の
鎖
を
も
ら
い
、
靴
屋
の
屋
根

で
同
じ
歌
を
歌
っ
て
赤
い
靴
を
も
ら
い
、
粉
挽
き
場
で
は
石
臼
を

も
ら
っ
た
。
鳥
は
父
親
の
家
に
行
き
歌
っ
た
。
母
親
に
は
そ
の
歌

が
嵐
の
よ
う
に
聞
こ
え
た
。
鳥
は
父
親
に
鎖
、
妹
に
赤
い
靴
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
た
が
、
母
親
の
頭
に
は
石
臼
を
落
と
し
た
。
父
と
妹

が
外
に
出
る
と
靄
と
火
が
上
っ
て
消
え
、
兄
が
そ
こ
に
い
た
。
三

人
は
大
喜
び
で
食
事
を
し
た（（3
（

。

冒
頭
、「
二
千
年
も
昔
」
と
珍
し
く
具
体
的
な
年
号
が
記
さ
れ
た

右
の
昔
話
は
、
ボ
ル
テ
／
ポ
リ
フ
カ
の
注
釈
書
に
よ
る
と
、
ド
イ
ツ

語
圏
以
外
に
、
北
欧
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
、
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
マ
ン
ス
語
圏
の
フ
ラ

ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
さ
ら
に
ス
ラ
ヴ
語

圏
の
チ
ェ
コ
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
、
ロ
シ
ア
、
そ
し
て
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
、

エ
ス
ト
ニ
ア
等
々
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
域
に
広
く
伝
承
さ
れ
て
い
る（（3
（

。

題
名
と
な
っ
て
い
る
「
ね
ず
の
木
」M

achandel / W
acholder

（
柏
槙
／
杜
松
）
は
、
ヒ
ノ
キ
科
の
灌
木
で
、
常
緑
の
固
い
針
葉
を

つ
け
、
紫
黒
色
の
実
は
ア
ロ
マ
や
薬
用
に
用
い
ら
れ
る
。
ラ
テ
ン
語

名juniperus

は
「
若
返
り
」
を
意
味
し
、
老
木
は
小
枝
が
垂
れ
下

が
り
大
木
に
な
る
。
ド
イ
ツ
で
は
す
で
に
古
代
ゲ
ル
マ
ン
時
代
か
ら

知
ら
れ
、
崇
拝
さ
れ
て
き
た
植
物
の
よ
う
で
、
民
間
で
は
特
に
、
悪

魔
、
魔
女
、
悪
霊
と
い
っ
た
デ
ー
モ
ン
か
ら
人
間
を
守
る
樹
木
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た（（4
（

。
K
H
M
四
七
に
は
、
ね
ず
の
木
の
そ
う
し
た

特
性
と
民
間
信
仰
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

物
語
の
中
で
、
主
人
公
の
男
の
子
を
産
ん
で
す
ぐ
に
亡
く
な
っ
た

実
母
は
、
自
ら
の
意
思
で
ね
ず
の
木
の
下
に
埋
葬
さ
れ
た
。
継
母
に

殺
さ
れ
、
父
親
に
（
知
ら
ず
に
）
食
べ
ら
れ
た
男
の
子
の
骨
は
、
妹

に
よ
っ
て
、
ね
ず
の
木
の
下
に
置
か
れ
た
。
す
る
と
そ
こ
か
ら
靄
が

出
て
小
鳥
が
飛
び
立
っ
た
。
守
護
霊
と
な
っ
た
母
親
＝
ね
ず
の
木
に

抱
か
れ
て
、
男
の
子
は
小
鳥
に
変
身
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
小
鳥
転

生
譚
は
、
イ
タ
リ
ア
民
話
「
孔
雀
の
羽
」
を
想
起
さ
せ
る
。
そ
こ
で

は
、
兄
た
ち
に
殺
さ
れ
埋
め
ら
れ
た
弟
が
眠
る
土
の
中
か
ら
葦
が
生

え
、
そ
の
葦
で
羊
飼
い
が
笛
を
作
っ
て
吹
く
と
、
笛
は
兄
た
ち
の
犯

罪
を
歌
で
告
げ
る
。
カ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
は
こ
れ
に
関
し
て
「
魂
の
転

生
」
を
語
っ
た
。
骨
か
ら
葦
へ
、
葦
か
ら
笛
へ
と
転
生
し
な
が
ら
弟
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の
魂
は
死
後
も
生
き
続
け
る
の
だ
が
、「
ね
ず
の
木
の
話
」
の
場
合
、

魂
は
小
鳥
へ
と
変
身
す
る
。

死
者
の
魂
が
鳥
と
な
っ
て
大
空
を
飛
翔
す
る
「
魂
の
鳥
［
＝
霊

鳥
］」Seelenvogel
の
観
念
あ
る
い
は
信
仰
は
、『
ド
イ
ツ
俗
信
辞

典
（
（4
（

』
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
＝
ゲ
ル
マ
ン
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
語
族
に
共

通
し
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
中
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
メ
ラ
ネ

シ
ア
、
ア
フ
リ
カ
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
で
も
確
認
さ
れ
る
と
い
う
。
ド

イ
ツ
の
民
間
信
仰
に
お
い
て
、
鳥
は
霊
的
か
つ
予
言
的
な
存
在
で
、

死
の
使
者
で
も
あ
る
。
古
代
キ
リ
ス
ト
教
美
術
で
も
、
鳩
は
天
国
へ

飛
翔
し
て
ゆ
く
死
者
の
魂
を
表
現
す
る（（4
（

。

人
間
の
魂
が
、
死
後
、
肉
体
か
ら
離
れ
て
、
他
の
存
在
（
動
物
、

植
物
、
人
間
等
）
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
い
う
観
念
、
い
わ
ゆ
る
輪
廻

の
思
想
は
、
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
有
名
だ
が
（
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド

時
代
以
後
は
、
輪
廻
転
生
を
断
ち
切
る
解
脱
が
重
要
と
な
る（（4
（

）、
同

思
想
は
、
イ
ン
ド
の
み
な
ら
ず
古
代
ギ
リ
シ
ア
、
特
に
ピ
ュ
タ
ゴ
ラ

ス
や
プ
ラ
ト
ン（（4
（

に
も
見
ら
れ
、
ま
た
ヘ
ロ
ド
ト
ス
も
『
歴
史
』
の
中

で
、
エ
ジ
プ
ト
人
の
輪
廻
観
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る（（4
（

。

K
H
M
四
七
「
ね
ず
の
木
の
話
」
は
、
時
代
を
敢
え
て
明
示
し

「
二
千
年
も
昔
」
の
物
語
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
中
の

小
鳥
転
生
の
挿
話
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
古
代
の
輪
廻
思
想
が
反
映

し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
想
起
さ
れ
る
の
は
、
K
H
M
二
一

「
灰
か
ぶ
り
」A

schenputtel

（
（4
（

の
場
面
で
あ
る
。
父
親
か
ら
土
産
に

「
は
し
ば
み
の
若
枝
」
を
も
ら
っ
た
女
主
人
公
は
、
そ
れ
を
亡
き
母

の
墓
に
植
え
る
。
は
し
ば
みH

asel

は
、
ド
イ
ツ
の
民
間
信
仰
に
お

い
て
、
ね
ず
の
木
と
同
様
、
人
々
を
保
護
す
る
聖
木
と
し
て
崇
拝
さ

れ
て
き
た
植
物
で
あ
る（（4
（

。
灰
か
ぶ
り
が
大
切
に
育
て
た
は
し
ば
み
の

木
は
大
き
く
な
り
、
そ
こ
に
「
白
い
小
鳥
」
が
飛
ん
で
来
て
、
彼
女

が
必
要
と
す
る
も
の
を
投
げ
落
と
し
て
く
れ
る
。
母
の
イ
メ
ー
ジ

は
、
聖
木
（
は
し
ば
み
）
と
も
小
鳥
と
も
重
な
り
合
い
、
超
自
然
の

援
助
者
と
な
っ
て
愛
娘
を
苦
境
か
ら
救
っ
て
く
れ
る
。
K
H
M
二
一

「
灰
か
ぶ
り
」
の
亡
母
は
、
K
H
M
四
七
「
ね
ず
の
木
の
話
」
の
亡

母
と
も
ど
も
「
魂
の
鳥
」
に
転
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
昔
話

の
背
景
に
小
鳥
転
生
の
輪
廻
思
想
が
息
づ
い
て
い
る
の
は
明
ら
か
で

あ
る
。

結
語

「
歌
う
骨
」
は
世
界
中
に
分
布
す
る
昔
話
だ
が
、
そ
の
起
源
に
関

し
て
は
、
従
来
、
様
々
な
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た
（『
昔
話
百
科
事

典
（
（4
（

』）。
中
で
も
、
ド
イ
ツ
の
口
承
文
芸
学
者
ル
ッ
ツ
・
マ
ッ
ケ
ン
ゼ
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ン
の
フ
ラ
ン
ド
ル
説
（
F
F
C
四
九
／
一
九
二
三
年
）
と
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
学
派
の
カ
ー
ル
レ
・
ク
ロ
ー
ン
の
イ
ン
ド
説
（
F
F
C
九
六
／

一
九
三
一
年
）
は
有
名
だ
が
、
他
に
も
、
ス
ラ
ヴ
地
域
（
ヴ
ェ
ン
ド

／
ポ
ー
ラ
ン
ド
／
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
の
バ
ラ
ー
ド
説
、
イ
ギ
リ
ス
お
よ

び
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
の
バ
ラ
ー
ド
説
等
が
唱
え
ら
れ
た（（4
（

。
他

方
、
伝
承
経
路
の
拠
点
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
ジ
ア
の
間

に
位
置
す
る
コ
ー
カ
サ
ス
お
よ
び
東
欧
の
他
、
イ
ラ
ン
や
シ
チ
リ
ア

の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（（5
（

。

本
稿
で
は
、
イ
ン
ド
・
パ
ン
ジ
ャ
ブ
地
方
（「
笛
を
吹
く
骨
」）
を

中
心
に
、
そ
の
西
側
で
は
シ
チ
リ
ア
島
（「
孔
雀
の
羽
」）
と
ド
イ
ツ

（
K
H
M
二
八
「
歌
う
骨
」）
の
類
話
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
を
概

観
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
特
徴
と
し
て
音
楽
的
要
素
を
数
え
る

こ
と
が
出
来
る
。「
笛
を
吹
く
骨
」
で
は
、
叔
父
に
冷
遇
さ
れ
狼
に

食
べ
ら
れ
て
骨
と
な
っ
た
少
年
が
、
死
後
も
笛
を
奏
で
る
。「
孔
雀

の
羽
」
で
は
、
殺
さ
れ
た
一
番
下
の
弟
が
、
葦
笛
と
な
っ
て
兄
た
ち

の
凶
行
を
歌
に
歌
い
、
グ
リ
ム
童
話
「
歌
う
骨
」
で
は
、
殺
さ
れ
た

弟
が
骨
と
な
り
笛
と
な
っ
て
兄
の
犯
罪
を
歌
で
暴
く
。
ま
た
同
じ
く

グ
リ
ム
童
話
「
ね
ず
の
木
の
話
」
で
も
、
殺
さ
れ
た
少
年
は
鳥
と

な
っ
て
、
継
母
の
犯
行
を
美
し
い
歌
声
で
告
知
す
る
。
内
容
は
衝
撃

的
で
、
口
承
で
流
布
し
て
い
た
そ
の
歌
を
ゲ
ー
テ
が
畢
生
の
大
作

『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』Faust

の
印
象
的
な
場
面
で
効
果
的
に
用
い
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（（5
（

。「
歌
う
骨
」
の
バ
ラ
ー
ド
起
源
説
の
根

拠
と
し
て
も
そ
れ
は
興
味
深
い
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
昔
話
に
お
け

る
こ
う
し
た
音
楽
的
要
素
と
そ
の
抒
情
性
（
美
し
い
笛
の
音
や
歌

声
）
が
、
殺
害
や
復
讐
と
い
っ
た
絶
望
的
な
内
容
を
、
あ
る
意
味
、

浄
化
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
物
語
の
中
の
こ
の
音
楽
性
は
、
そ
の

カ
タ
ル
シ
ス
作
用
に
よ
っ
て
、
重
い
テ
ー
マ
を
昇
華
し
、
聴
き
手
や

読
者
に
芸
術
作
品
と
し
て
の
「
歌
う
骨
」
を
味
わ
わ
せ
て
く
れ
る
の

で
あ
る
。

一
方
、
イ
ン
ド
よ
り
も
東
側
の
「
歌
う
骨
」
に
目
を
転
じ
る
と
、

こ
の
昔
話
に
関
し
て
、
柳
田
國
男
は
重
要
な
発
言
を
残
し
て
い
る
。

曰
く
、「
欧
羅
巴
で
は
か
な
り
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
昔
話
に
、
古

風
な
る
死
人
感
謝
譚
（
ル
・
モ
ー
ル
・
ル
コ
ン
ネ
ッ
サ
ン
）
と
い
う

の
が
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
歌
う
た
う
骸
骨
と
も
い
っ
て
、
そ
の
死

人
が
髑
髏
に
な
っ
て
歌
っ
た
り
過
去
を
語
っ
た
り
し
た
と
い
う
話
が

多
い
。
こ
れ
な
ど
も
『
日
本
霊
異
記
』
の
昔
か
ら
、
よ
く
纏
ま
っ
た

形
で
久
し
い
間
弘
く
我
々
の
中
に
は
伝
承
せ
ら
れ
て
い
た
。
私
は
こ

の
事
実
を
解
し
て
、
こ
の
種
の
説
話
が
夙
［
は
や
］
く
神
話
信
仰
の

時
代
を
去
り
、
一
箇
言
語
の
芸
術
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
後
に
、

こ
の
日
本
民
族
の
間
に
運
び
込
ま
れ
た
こ
と
を
、
意
味
す
る
も
の
で
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あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
る
」。
つ
ま
り
、「
歌
い
骸
骨
」
は
「
成
熟
期

を
過
ぎ
て
、
熟
し
た
果
実
と
し
て
受
用
せ
ら
れ
た
も
の
」
で
、
そ
れ

故
「
渡
来
後
の
変
化
が
案
外
に
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
柳

田
は
推
察
す
る（（5
（

。

今
日
、「
歌
い
骸
骨
」（
枯
骨
報
恩
）
の
起
源
と
し
て
『
敦
煌
変
文

集
』「
捜
神
記
一
巻
」
が
有
力
候
補
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い

る
（
（5
（

。
紀
元
後
四
～
六
世
紀
成
立
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
柳
田

が
語
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
以
東
で
は
、
中
国
の
影
響
下
に
、
日
本
の

枯
骨
報
恩
系
の
「
歌
う
骨
」（『
日
本
霊
異
記
』）
が
、
最
初
か
ら
完

成
し
た
作
品
と
し
て
、
伝
承
さ
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
仏
教
思
想

を
反
映
し
て
、
そ
こ
で
は
イ
ン
ド
以
西
の
音
楽
的
「
歌
う
骨
」
と
は

別
種
の
説
話
が
定
着
し
た
か
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
国
の

「
歌
う
骨
」
に
音
楽
的
要
素
が
ま
っ
た
く
欠
如
し
て
い
た
わ
け
で
は

な
い
。「
継
子
と
笛
」
系
統
の
昔
話
に
そ
の
要
素
は
窺
わ
れ
る
か
ら

で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、「
歌
う
骨
」
の
魅
力
と
迫
力
は
、
何
と
言
っ
て
も
、

骨
に
あ
る
。
死
し
て
な
お
久
し
く
生
物
の
か
た
ち
を
留
め
る
そ
の
耐

久
力
と
神
秘
性
は
、
時
代
や
民
族
を
超
え
て
、
人
々
を
惹
き
つ
け
て

き
た
に
ち
が
い
な
い
。
あ
る
時
は
、
闇
に
葬
ら
れ
た
真
実
（
殺
人
）

を
歌
に
歌
い
、
ま
た
あ
る
時
は
、
己
を
安
置
し
て
く
れ
た
人
物
に
感

謝
し
、
さ
ら
に
別
の
折
り
に
は
、
踊
り
を
披
露
し
な
が
ら
密
か
に
復

讐
計
画
を
練
る
骸
骨
は
、
不
滅
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
内
に
秘
め
て
、
絶

え
ず
そ
の
出
没
の
機
会
を
窺
っ
て
い
る
。
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